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揖
斐
川
町
も
合
併
し
て
３
年
目
に
入
り
ま

し
た
が
、
こ
の
間
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
町
政
に
あ
た
た
か
く
力
強
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

私
は
こ
の
２
年
間
「
人
づ
く
り
は
ま
ち
づ

く
り
」
の
観
点
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
地
域
情
報
・
道

路
・
公
共
交
通
の
３
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
と
教
育
、
文
化
、
福
祉
の
向
上
を
掲
げ
て
、

町
政
運
営
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
１８
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
に
よ
る
放
送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
へ
の
着
手
、
継
続
的
な
道
路
整
備
事
業
の

推
進
を
行
っ
た
ほ
か
、
住
民
が
利
用
し
や
す

い
公
共
交
通
と
し
て
、
昨
年
の
１０
月
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
乗
車
率
が
大
幅
に
向
上
す
る
な
ど
、
ま

ち
づ
く
り
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

の
施
策
が
着
実
に
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
と

実
感
し
て
お
り
ま
す
。

【
当
初
予
算
編
成
の
考
え
方
】

国
に
お
い
て
は
三
位
一
体
改
革
や
行
政
改

革
な
ど
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、
新
た
な
行
政

経
営
能
力
の
強
化
と
行
革
の
推
進
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
も
、
一
般
財
源

総
額
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
公
債
費

が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
や
、
社
会
保

障
関
係
経
費
の
自
然
増
な
ど
に
よ
り
、
依
然

と
し
て
財
源
不
足
が
生
じ
る
も
の
と
見
込
ま

れ
、
地
方
財
政
は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
国
の
動
向
や
厳
し
い
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
本
町
に
お
い
て
も
効
率
的
な
行

政
経
営
と
健
全
財
政
と
い
う
基
本
理
念
を
堅

持
し
つ
つ
、
財
源
の
確
保
に
努
め
、
諸
経
費

の
抑
制
を
図
る
一
方
で
、
厳
し
い
状
況
の
中

で
も
、
「
第
一
次
総
合
計
画
」
に
お
け
る
「
地

域
の
自
立
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と

し
て
「
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
」
の
た

め
の
地
域
防
災
体
制
の
確
立
、
「
住
ん
で
み

た
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
の
定

住
化
対
策
・
少
子
化
対
策
支
援
の
強
化
、「
豊

か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
の
教

育
文
化
の
充
実
を
重
要
施
策
と
し
、
「
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
の
重
点
戦
略
で
あ
る
観
光
交

流
産
業
の
振
興
や
「
地
域
情
報
・
道
路
・
公

共
交
通
」
の
３
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の

継
続
的
推
進
を
図
る
た
め
に
、
重
点
的
な
予

算
配
分
を
行
い
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編

成
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
「
地
域
の
自
立
」
に
は
、
地
域
住

民
の
皆
様
が
ま
ず
主
体
的
に
考
え
行
動
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
た
町
政
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
住
民
の
皆
様
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
町

政
に
参
画
い
た
だ
き
、
課
題
を
共
有
し
な
が

ら
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
１９
年
度
各
会
計
の
予
算
規
模

一
般
会
計

１
４
３
億
５
８
０
０
万
円
（
前
年
度
対
比

１４
％
減
）

特
別
会
計
総
額

１
２
２
億

５
７
０
万
円
（
前
年
度
対
比

４４
・
０１
％
増
）

合
計

２
６
５
億
６
３
７
０
万
円
（
前
年
度
対
比

５
・
５３
％
増
）

平成１９年度予算の規模
前年度比

△２，３３７，０００千円
３３３，８００千円
△４，２００千円
△８，０１５千円
△７，８００千円
△６９，０００千円
１，６００千円
１，２００千円

△７１，７００千円
３５，９００千円
△２，６８３千円
４８６千円

△２，０００千円
５００千円

△１，４００千円
△１１７，８４９千円
２２７，３７０千円
△１，７６４千円
△５４，０９３千円
３，４００，０００千円
１１６，０００千円
△４６，４７４千円
１，３９２，８７８千円

予算額
１４，３５８，０００千円
２，４７９，８００千円
１３６，３００千円
２，８１７，４００千円
８１，１００千円
３９，０００千円
１９，７００千円
８，９００千円
７５，０００千円
２０８，５００千円
１５，５００千円
８，４００千円
８，９００千円
３，５００千円
４，１００千円

２，１７１，０００千円
４３５，５００千円
２１，３００千円
１５５，８００千円
３，４００，０００千円
１１６，０００千円

２６，５６３，７００千円

会 計 名
揖斐川町一般会計
国民健康保険特別会計
国民健康保険直診勘定特別会計
老人保健医療特別会計
谷汲中央診療所特別会計
大和簡易水道特別会計
脛永簡易水道特別会計
市場簡易水道特別会計
谷汲簡易水道特別会計
北部簡易水道特別会計
北方財産区特別会計
大和財産区特別会計
谷汲財産区特別会計
長瀬財産区特別会計
横蔵財産区特別会計
農業集落排水事業特別会計
公共下水道事業特別会計
杉原地域土地取得等特別会計
個別排水事業特別会計
徳山ダム上流域公有地化特別会計
いび川温泉特別会計
観光事業特別会計（Ｈ１９年度廃止）

計

特

別

会

計

宗宮 孝生 町長
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【
重
点
施
策
】

・「
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
」

地
域
防
災
体
制
の
確
立

住
民
の
皆
様
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
た

め
の
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

し
、
た
と
え
災
害
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、

罹
災
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
体
制
・
環

境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

・「
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
づ
く
り
」

定
住
化
対
策
・
少
子
化
対
策
支
援

住
ん
で
み
た
い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
住
み
や
す
い
住
宅

整
備
を
行
い
、
定
住
化
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
少
子
化
対
策
支
援
と
し
て
子
ど
も

を
生
み
育
て
る
こ
と
が
、
楽
し
め
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

・「
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」

教
育
文
化
の
充
実

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
育
成
の
た
め

に
、
時
代
に
対
応
し
た
学
習
環
境
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
の
郷
土
愛
を
育
む
た
め

に
、伝
統
文
化
の
継
承
な
ど
質
の
高
い
文
化
・

芸
術
に
ふ
れ
る
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
交
流
産
業
・
健
康
産
業
に
よ
る

地
域
づ
く
り

既
存
資
源
と
新
た
な
資
源
の
開
発
を
連
携

さ
せ
、
交
流
人
口
の
増
加
を
促
し
、
観
光
交

流
産
業
の
振
興
と
健
康
産
業
を
創
出
し
ま
す
。

【
合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画
】

・「
地
域
情
報
・
道
路
・
公
共
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
整
備

「
合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
重
点
事
項

で
あ
る
３
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
は
、
そ

の
効
果
が
現
れ
つ
つ
あ
る
今
こ
そ
、
着
実
に

実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
住
民
の
皆

様
へ
の
新
た
な
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

「
い
び
が
わ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
の
テ
レ
ビ
放
送

や
全
戸
へ
の
音
声
告
知
放
送
を
開
局
し
ま
す
。

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
足
の
確
保
と
し
て
、
公
共
交
通
の
整

備
や
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
つ
い
て
は
、

年
間
を
通
じ
て
安
全
に
走
行
で
き
る
道
路
環

境
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
岡
島
橋
の
架
け

替
え
の
公
共
事
業
化
な
ど
安
全
で
快
適
な
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
そ
の
他
事
業
】

・「
環
境
」

自
然
や
地
域
環
境
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く

り
と
し
て
、
国
な
ど
か
ら
美
し
い
自
然
環
境

の
継
承
と
環
境
負
荷
の
軽
減
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
は
、
揖
斐
川

の
上
中
流
域
の
役
割
と
し
て
水
環
境
の
保
全

が
特
に
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
適
正
な
生
活
雑
排
水
の
処
理
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
住
民
・
事
業
者
・
行
政
が
協
働
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
に
お
い
て
廃
棄
物
の
減
量

化
や
再
資
源
化
に
取
り
組
む
た
め
の
、
支
援

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・「
福
祉
、
健
康
」

高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況

に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
地
域
全
体
で
高

齢
者
や
障
害
者
を
支
え
る
施
策
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
が
健
康
で
暮
ら
す
た
め

に
、
健
康
づ
く
り
事
業
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
安
心
で
き
る
地
域
医
療
体
制
の
確
保
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

・「
産
業
振
興
」

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
は
、
各
種
産
業

振
興
が
必
要
で
す
。
農
業
や
林
業
は
生
産
性

の
向
上
や
後
継
者
育
成
な
ど
と
合
わ
せ
て
、

水
源
涵
養
や
景
観
形
成
、
二
酸
化
炭
素
削
減

な
ど
公
益
性
が
高
く
、
多
面
的
な
機
能
の
維

持
保
全
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
工
場
誘
致

奨
励
事
業
や
各
種
商
工
会
支
援
事
業
を
積
極

的
に
実
施
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

・「
行
政
改
革
」

平
成
１７
年
度
に
「
揖
斐
川
町
行
政
改
革
大

綱
」、「
揖
斐
川
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
作

成
し
、
現
在
計
画
に
基
づ
く
実
施
項
目
を
適

宜
実
施
し
て
い
ま
す
。
１８
年
度
は
、
職
員
削

減
や
組
織
な
ど
の
見
直
し
、
財
団
の
統
合
な

ど
、
効
率
的
な
行
政
経
営
の
た
め
の
改
革
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

１９
年
度
は
、
町
有
施
設
の
統
廃
合
を
含
め

た
施
設
の
見
直
し
を
年
度
の
前
半
に
実
施
し
、

各
施
設
の
方
向
性
を
明
確
に
し
ま
す
。
ま
た
、

新
た
な
視
点
に
立
っ
た
効
率
的
な
行
政
を
目

指
す
た
め
の
自
治
体
経
営
シ
ス
テ
ム
と
し
て

「
揖
斐
川
町
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
」
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

広
報
に
つ
い
て
は
、
放
送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
広
報
誌
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
合

わ
せ
て
充
実
を
図
り
、
新
た
な
行
政
情
報
提

供
に
努
め
ま
す
。

自
治
体
の
再
生
法
制
度
な
ど
、
国
の
新
た

な
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
国
の
動

向
に
合
わ
せ
て
、
適
正
な
対
応
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

【
歳
入
・
そ
の
他
】

町
税
は
、
税
源
移
譲
や
経
済
状
況
の
動
向

な
ど
を
慎
重
に
見
極
め
、
現
時
点
で
見
込
み

得
る
額
と
し
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
、

国
の
交
付
税
総
額
や
町
税
収
入
見
込
な
ど
を

勘
案
し
計
上
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
町
債
や

基
金
繰
り
入
れ
な
ど
に
よ
り
、
町
政
運
営
に

必
要
な
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

特
に
、
将
来
負
担
と
な
る
町
債
や
、
貴
重

な
財
源
で
あ
る
基
金
に
つ
い
て
は
、
両
方
と

も
昨
年
度
よ
り
減
額
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
事
業
の
円
滑
な

実
施
の
た
め
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
配
分

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
が
受
け
持
つ
適
正
な

事
業
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
健
全
財
政
の
維

持
に
努
め
な
が
ら
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
や
国
の
新
た
な
自
治
体

経
営
方
針
が
進
め
ら
れ
る
中
に
あ
っ
て
も
、

町
政
の
停
滞
は
一
時
の
猶
予
も
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
揖
斐
川
町
が
「
住
み
よ
い
元
気
あ
る
ま

ち
」
と
な
り
、
住
民
の
皆
様
か
ら
「
合
併
し

て
よ
か
っ
た
」「
住
ん
で
み
た
い
」「
住
ん
で
よ

か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
知
恵
を
出
し
「
和
」
を
も

っ
て
、
町
政
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
一
層
の
御
理
解
・

御
支
援
・
御
指
導
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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重 点点 施 策策

「安全・安心な地域づくり」地域防災体制の確立

・地震防災に対応するためのハザードマップを策定します。

・移動系無線や防災備蓄庫など防災備品の整備を行います。

「住んでみたいまちづくり」定住化対策・少子化対策支援

・近鉄養老線や樽見鉄道を守ります。

・中学生生徒の入院費助成を行います。

・小学校卒業までの医療費の無料化、不妊治療の助成を行います。

■地域防災体制の確立 （単位：千円）

予算額

４，２７３

３，８７６

５，８２１

９，７６５

２，１９０

３７，３２６

３，７２０

１１７，２６２

１６，４１０

８，５５０

概 要

防災無線の統合のための電波伝搬調査の実施

移動系無線機の更新を実施

防災備蓄倉庫の整備、町内の備蓄品の更新や補充を実施

地震防災ハザードマップの策定を実施

土砂災害、水防訓練及び地震総合防災訓練の実施

消防施設（ホース乾燥塔、防火水槽など）の整備、
消防ホースの購入や消火栓ＢＯＸの修繕を実施

木造住宅の耐震診断や震補強補に対する助成、
粕川大橋の耐震診断補強工事の実施

災害時に地域の孤立を防ぐための道路網の整備を実施

治山事業の実施

急傾斜地対策の実施

事 業 名

移動系無線デジタル化電波伝搬調査

移動系無線購入

防災備蓄庫・備蓄品購入

地震防災ハザードマップ策定

総合防災訓練、土砂災害防災訓練、水防訓練

消防施設等整備

建築物等耐震化促進事業

災害時における道路網の整備

治山対策事業

急傾斜地対策事業

区分

新規

新規

新規

新規

拡充

拡充

拡充

継続

継続

継続

■定住化対策 （単位：千円）

予算額

１，８５３

６，３３０

３０，８００

６３，５５５

１４４，９６８

６，３０９

概 要

近鉄養老線の運営費の助成を行う

近鉄揖斐駅前周辺整備の実施

旧名鉄本揖斐駅周辺整備の実施

ストック改善（バリアフリー化）工事やＣＡＴＶ引込工事などの実施

揖斐川町コミュニティバス（地帯制ワンコイン）を運行

樽見鉄道の運営費助成

事 業 名

近鉄養老線対策事業

近鉄揖斐駅前周辺整備事業

旧名鉄本揖斐駅周辺整備事業

公営住宅整備

コミュニティバス運行

樽見鉄道対策事業

区分

新規

新規

新規

新規

拡充

拡充

■少子化対策の強化
予算額

９，６３５

１７１，６００

４４，８４２

８，０００

５００

概 要

中学生の生徒の入院費の助成を行う（町単独）

児童手当の支給を実施（３歳未満５千円を１万円に拡充）

小学校卒業までの医療費の無料化を実施（町単独）

出産時１人につき５万円の助成

不妊治療費の助成（町単独）

事 業 名

中学生入院費助成事業

児童手当支給費

児童医療費支給事業

すこやかベビー祝い金事業

不妊治療助成事業

区分

新規

拡充

継続

継続

継続
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平平 成成 １１９９ 年 度度 揖揖 斐 川川 町町

「豊かな心を育むまちづくり」教育文化の充実

・言語通級教室、特別支援学級を設置します。

・特色ある地域づくり事業を拡充します。

交流産業・健康産業による地域づくり

・揖斐川水源地域ビジョン推進事業を進めます。

・既存資源の開発として、特産品振興事業を行います。

「地域情報・道路・公共交通ネットワーク」の整備

・全戸への音声告知放送を整備します。

・「いびがわチャンネル」テレビ放送を開始します。

・岡島橋の整備に着手します。

・揖斐川町コミュニティバスを引き続き運行します。

■教育文化の充実 （単位：千円）

予算額

３，２００

０

０

３，０００

３，５００

１０，５７９

３，３６０

１０，１３１

１３，５２４

１６，８３９

２３，０００

６４６，８３１

１，０００

３，０００

概 要

教育上特別な配慮が必要な児童に対する支援員の配置

言語通級（言語障害児指導）教室の開設

情緒障害学級教室の開設

給食センター建設予定地の地質調査を実施

全国子供歌舞伎フェスティバルの出場に対する助成

学童保育（留守家庭児童教室）事業の実施

学校教育指導員設置事業の実施

多人数のクラスに複数の教員を配置する事業の実施

セントジョージ派遣や日中交流フェスティバルの実施

各保存会などが実施する文化財保存のための事業に対する助成

いびがわマラソン２０周年記念事業の実施

揖斐小学校建設事業の実施

各学校の特色ある自主的な取組みに対する支援を実施

各地域の特色ある自主的な取組みに対する支援を実施

事 業 名

特別支援教育指導員設置事業

言語通級教室設置事業

特別支援学級設置事業

給食センター建設予定地地質調査

全国子供歌舞伎フェスティバル出場助成

学童保育事業

学校教育指導員設置事業

少人数指導助手設置事業

国際化事業

文化財保存事業

いびがわマラソン２０周年記念事業

揖斐小学校建設事業

学校提案型教育研究推進事業

特色ある地域づくり事業

区分

新規

新規

新規

新規

新規

拡充

拡充

拡充

拡充

拡充

拡充

継続

継続

継続

■観光交流健康産業による地域経済活性化 （単位：千円）

予算額

５，９５０

１５０，０００

３，９９０

２４，０００

１８，３００

３，４８５

概 要

揖斐川水源地域ビジョン推進運営計画の策定を実施

緑地公園整備事業を実施

観光推進計画の策定

はなもも公園の整備やイベントに対する助成
家屋の景観統一に係る助成を行う

バスの購入や待合所の整備を実施

特産品の開発研究の実施、特産品のＰＲチラシの作成

事 業 名

揖斐川水源地域ビジョン推進事業

緑地公園整備事業

観光推進計画策定事業

谷汲門前まちづくり事業

谷汲山参道らくらくバス購入事業

特産品振興事業

区分

新規

新規

新規

新規

新規

拡充
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